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本特集のテーマは9「データ解析コンペティション  

一食融マーケテイングー」で9 特集に収められている  

5編の論文は，平成11年度に新設された，学会のマ  

ーケテイングのエンジニアリング研究部会における昨  

年度の活動をもとにしたものです。本部会は，その前  

身であるマーケテイング◎サイエンス研究部会，マー  

ケテイング¢モテリレ研究部会から数えますと，今年度  

で7年目となり，オペレーションズロリサー】チをベー  

スとして，さまざまな分析手法をj1串1たマーケテイン  

グ¢デー一夕の解析の研究を行っています。巨部会の清軌  

の柱となっているのが，部会の参加メンバーがチーム  

を結成し，あるいは，単独で，それぞれ独首領の分析モ  

デルを構築し9 共通のデータを分析して，その有効性  

を競う「データ解析コンペティション」です。マーケ  

テイング0サイエンス研究部会9 マーケテイング。モ  

デル研究部会から数えますと9 データ解析コンペティ  

ションは昨年度で馴頭目です。   

昨年度のデータ解析コンペティションには‖チー  

ムが参加し9 最終発表を行いました¢ 本特集は，昨年  

度の参加11チームの中から，予選を通過した5つの  

チームによる分析結果をまとめた5編の論文からなっ  

ています（優勝は荒木氏他のチーム，入賞は長田氏他  

のチームと里村氏他のチーーム）。   

昨年度のマー ケテイング⑦エンジニアリング研究部  

会ではヲ ㈱NTTデータ システム科学研究所より提  

供された「E］常生活と金融に関するアンケート」とい  

う調査で得られたデー・タを分析しました。この調査は，  

個人の金融行垂耽 意識，背景要剛こついての基本構造  

を明らかにすることを目的にして，1994年6ブヨ15ぎi  

から6月27酎こ，郵送法 摘記入式）によって実施  

されました。調査対象者は首都圏40km圏内に居住  

する20歳から69歳の男女（学生を除く）であり，調  

査会社のモニターより年齢割当ランダム¢サンプリン  

グにより細け．したものです。有効回答者数は958名で  

i叶収率は73．7％です。  

「［1常生満と金融に関するアンケート」は，以下に  

関する調査項目から構成されています。  

（1）金融に関する意識や態度  

（2）金融周語や金融商品の理解度  

（3）金融機関の利用実態，金融商品（貯蓄や投資），  

メインバンクなどの利用実態  

（4）金融情報人手チャネル，新商品やサービスの利  

用実態  

（5）年齢ヲ 収入などデモグラフィツク項目や生活価  

値観   

5編の論又は，金融商品の利用目的と金融商品利用  

の関連，あるいは，この関連と個人属性とのつながり  

を分析したものが多く，分析方法としては，因子分析，  

クラスターー分析，多次元尺度構成法，数量化，ロジッ  

トのモデル，共分散構造分析（構造方程式モデル），  

日掛帰分析などが使われています。   

昨年度のデータ解析コンペティションではデータが  

CI〕¶Rで参加チームに配布されました。マーケテイン  

グ馴サイエンス研究部会の時代にはフロッピ帥。ディ  

スク1枚で提供されていたデータが，その後2枚にな  

り，5枚になり，この2，3年はCI）－Rに記録したも  

のとなりました。粒の中のデータが増え，それに伴っ  

てデータ解析コンペティションにおいても，扱うデー  

タの最が飛躍的に増えたことを実感させられます。   

本年度のデータ解析コンペティションの参加中し込  

みは終わりましたが，最終報告はこれから始まります。  

ご関心をおもちの方々の参加をお待ちしております。  
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